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第25回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会のお知らせ

本年9月6日、7日の両日、多摩クリニックの菊谷武が大会長として、
第25回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会を開催いたします
（新潟・朱鷺メッセ）。
大会テーマは、「食べるを支える ～地域リハビリテーションの今・未来～」
です。教育講演、シンポジウム、パネルディスカッション、ご当地NST、等、
多くのプログラムをご用意しております。また、会員情報交換会では、新潟
の地物を気軽に食べていただき、その後は美味しさあふれる新潟の街を楽
しんでいただければと思っております。
なお、9月7日午後の市民公開講座では、衆議院議員 野田聖子様

に、「医療的ケア児と摂食嚥下リハビリテーション」の演題でご登壇いただ
く予定です。一般の方にもぜひご参加いただければと存じます。
新潟の地で皆様をお待ちしています！

2019年がスタートしました。「平成」で迎える最後の新年です。ニューズレターは今号より、季節号となります。



いつまでも“お口で食べる”を支えます！ 日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

・アクセス JR中央線 東小金井駅 南口 目の前
・連絡先 〒184-0011 東京都小金井市東町4-44-19

℡ 042-316-6211 Fax 042-316-6212
・診療時間 午前9：30-12：00 午後13：00-17：00（最終予約16：00） ※完全予約制
・外来

月 火 水 木 金 土

摂食外来 ○ ○

休

診

○ ○ ○

言語外来 ○ ○ ○ ○ ○

スペシャルニーズ歯科外来 〇 ○ ○ ○ ○

口腔外科外来 ○

年末年始・創立記念日・祝祭日を除く
・訪問口腔リハビリテーション
・訪問嚥下機能評価（VEほか）
・訪問栄養指導 随時ご相談ください。
・ＣＴ撮影サービス
・矯正歯科相談

Tokyo EAT 平成30年度
平成30年度 第3回：
2019年3月7日（木）
会場；小金井宮地楽器ホール
（小金井市民交流センター）

ニューズレター編集 菊谷 武・田村文誉

主催研修会のお知らせ
摂食嚥下研修会 食べるを支える

平成30年度 第4回:
訓練方法の実際

2019年2月14日（木）19時
会場；小金井宮地楽器ホール
（小金井市民交流センター）

摂食嚥下研修会
発達期障害の理解を深める！

平成30年度 第3回：
実際に訓練をしてみよう！

2019年2月15日（金）19時
会場；多摩クリニック

詳しくは多摩クリニックホームページをご覧ください
http://denthosp.ndu.ac.jp/nduhosp/tamaclinic/event/index.htm
l

第7回多摩小児在宅歯科医療連携
ネット 研修会のお知らせ
2019年7月25日（木）19時
会場；都立多摩図書館

お申込は下記サイトからお願いします。
http://www.tamashoushika.com/05_workshop/index.html
詳細はしばらくお待ちください
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なぜなに？？Q&Aコーナー

食べること・話すことで「どうしてだろう？」と思うこと、悩ん
でいること、ありますよね？そんな疑問にお答えするコーナーで
す☆

Q:年を取ったせいか最近むせるようになりまし
た。どうしてですか？
A:年をとると、脳卒中などいろいろな病気に
よって食べる・飲み込む機能（摂食嚥下機能）
が衰えることがあります。また、特別病気が無
くても、全身の加齢減少によって、摂食嚥下機
能にかかわる筋肉や神経の動きが悪くなるので、
流れの速いお茶などは、特にむせやすくなるの
です。ゆっくり、少しずつ飲むようにするか、
少しだけとろみをつけてあげるとむせにくくな
るかもしれません。

Q:1歳半を過ぎたので、卒乳させたいのですが、
まだ時々おっぱいを欲しがってしまいます。厳
しくやめさせた方がよいですか？
A:1歳半ですと、栄養素は母乳だけでは足りま
せんので、食事から摂る必要があります。もし
食事をちゃんと食べられていれば、無理に卒乳
する必要はないでしょう。子どもが自ら離れて
いくまでは、飲ませておいてよい、というのが
いまの考え方になっています。
飲んだまま寝てしまうとむし歯になりやすくな
るので、飲んだ後はお口の中を清潔にするよう
に心がけてください。

様子をみても解決しない時は、
専門の医療機関を受診しましょう！

2019年からニューズレターは年間４号
（季刊号）となります

http://www.tamashoushika.com/05_workshop/index.html
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